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親や教師が注目した所が伸びる 
 

当学園の教育方針は『子供の良いところを見つ

けて伸ばそう』というものですが､子供の心の発達

の法則に沿った方法です。子供を褒めて育てるこ

とによって､良いことをする好循環が生まれます。 
親の注目する所が伸びるのが子供です。ですか

ら､親の働きかけ次第で､子供の行動が好循環にな

ることも、悪循環になることもあります。 
好循環の場合(図－１) 

子供の行動の中で良いところを探してそれを褒

めると好循環になります。このとき悪いことをしても

少々のことは目をつぶることです。(ただし危険なこ

とや､社会一般常識をはずしていることはきちんと

正していくのが躾ですから､それは見逃してはいけ

ません) 
良いことを褒めることによって､信頼関係が深まり

ます。(褒めてくれる人には親近感を覚えますが、

反対に怒る人からは遠ざかろうとします)。自己の

評価が高まると､『僕は結構出来るんだな』という有

能感が育ちます。これはこのままの自分で良いん

だという『自己肯定感』に繋がります。ですから､希

望が湧いてきて､意欲的になり努力をするので､ま

た良い行動をして、褒められるという好循環が生ま

れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
悪循環の場合(図－２) 

子供が問題行動を起こした場合には、大抵の場

合、親は怒ります。怒られるのは嫌ですから､話を

聞こうとしなかったり、怒る人からは遠ざかろうとした

りして、態度が悪くなります。『親の心子知らず』と

いって､評価が下がります。そうなると子供は『俺っ

て何をやってもダメなんだな』という自己無能感に

なってしまいます。そして、親が望んでいる理想像

とかけ離れている自分を見つめて､自己を否定して

いくので希望が湧いてきません。したがって､無気

力になって､努力しなくなるだけでなく自分の意思

に沿わないと反抗することもあり､問題行動に繋が

ってまた叱られると言う悪循環になります。経済の

デフレスパイラルと同じです。 
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図－２  

時々、暴力的な子供が入園してきます。やって

いいことと悪いことをいくら説明してもなかなか効果

が上がりません。お母さんに事情を説明して協力

を求めても効果がありません。きっとお母さんは子

供を怒っていると思うのです。この関係を対立観に

立つと言っています。これではますます対立的態

度を助長させ暴力行為はエスカレートします。こう

いう子供の場合、まず担任との信頼関係を築くこと

から始めます。その際、なんといってもスキンシップ

が効果を上げます。子供を抱き締めて「かわいい」、

とか「大好き」という言葉を沢山使います。その際、

叩いたり、蹴ったり、噛みついたりする子もいます

が、抱きしめ続けます。先生はあなたのことが大好

きですよ、困ったことがあったら何でも話して下さい

ね。力になりますよというメッセージを送ります。こ

れを一体観に立つと言っています。子供の気持ち

に共感し教師の気持ちを合わせ同じ気持ちになる

よう努めます。その次にその子のいいところを見つ

けて褒めるようにします。クラスの中で褒めて、クラ

スのみんなから拍手を送ってもらいます。クラスの

中だけでなく、全園児が集まった朝会の場でも行

います。こういうことを続けていくうちに、先生だけ

でなくお友達から認められ褒められることによって

暴力的行為が減って、他のためになる良い行動が

増えてきます。 

図－1 


